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日本の日本の豊かさと豊かさと繁栄繁栄がが低下しつつある低下しつつある原因原因

今まで品質の優れた物を世界に供給した
物は世界共通
物自身が宣伝してくれる

知的資源の供給が重要度を増した
知的資源の存在を知らしめる

→文化は言葉： 言葉の障害の克服が必要
知的資源はネットで宣伝できる

→ネットにのらないと駄目
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電子カルテデータベース

課題
収容内容に関する法律的根拠

アクセス制御方式
安全なデータ構造
完全なバックアップ

次世代は個人型電子カルテの環境次世代は個人型電子カルテの環境
～個人情報の塊→危険が一杯～

医師本人 医師 本人

ネット ネット

入力時の課題

遠隔入力の法的根拠
本人・医師の個人認証

医師端末からのデータの消去
本人端末へのデータ配信

データベースへのアクセス時の保護

参照時の課題

遠隔参照の法的根拠
本人・医師の個人認証

データベースへのアクセス時の保護
本人端末からのデータ受信
参照時の入力問題

診断後医師端末からのデータの消去
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ネットワーク

個人認証の完備

推奨医療情報ネットワーク構造推奨医療情報ネットワーク構造

有資格管理者のみが扱う

転送は映像パターンでのみ
個人情報は

物理的に１箇所に集中

危険と対策

端
末
を
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き
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し
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ＮＷ扱い者が盗む

残留データを盗む
分散個人情報が

個々に狙われ盗まれる

なりすましが盗む
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情報１：変更可で漏洩しても変更すれば危険解消

情報の守秘感度とセキュリティレベル情報の守秘感度とセキュリティレベル

情報には次の２種類があり、異なるセキュリティ対応が必要

情報２：変更不可で漏洩すると永久に危険

パスワード、クレジットカード番号、電話番号、住基番号など

医療情報、バイオ情報、財産情報、家系情報など

漏洩発生が的確に捕捉されれば危険を極小化可能

原理的な漏洩発生（他人にデータを渡すこと）を禁止する
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情報ビッグバン後

2030年

カンブリア紀前
海底で眼無し動物は受け身で暮らしていた

10億年前

情報ビッグバン前

5000年前

「生命「生命ビッグバンビッグバン」」とと「「映像ビッグバン映像ビッグバン」」の対比の対比

カンブリア紀後
全動物は眼を持った

検索エンジン
（遠隔眼）の誕生

1980年

眼の誕生
5.43億年前

全人類が遠隔眼
を駆使するはず５０年間

全動物が眼を持つ

５００万年間

空を飛べない時代 皆が空を飛べる時代

1903 ライト兄弟
初飛行に成功

1969年
ジャンボJet誕生

ＰＣ９８等パソコン
の出始め

デジタルクラウド
の完成

ＩＣＴの紀元前
ICT-BC: Before personal Computer

ＩＣＴの紀元後
ICT-AD: After Digital cloud
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究極のＰＦＣ（プラットフォームクラウド）究極のＰＦＣ（プラットフォームクラウド）
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コンテンツ
創生ソフト
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ソフト

教育
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高速ネットワーク
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ＶＰＥクラウド
サービスソフトクラウド

その他
医療・自治体
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操作機器群
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巨大ＤＢ

認証クラウド
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① 情報管理の課題（国境を越える情報対策）
何故問題か

愛国者法（Patriot Act：2001年米国）など情報管理主権に世界的合意なし
テロ対策を理由に米連邦捜査局（FBI）が、米国内に存在するデータへの調査権
限を持つと定めている。実際に、同法を根拠にFBIがデータセンターを捜索し、
サーバーを押収した例も報じられている。
（カナダ政府はこの状況を問題視し、政府機関が米国のデータセンターを利用
することを禁じている。） ラック社西本氏よりの情報

戸籍法施行規則第７条
「第７条 戸籍簿又は除籍簿は、事変を避けるためでなければ、市役所又は町村
役場の外にこれを持ち出すことができない。」 豊田広島市副市長よりの情報

法制度の充実が今の日本に一番求められている

② セキュアプラットフォーム構築上の課題
クラウド自体のセキュアコア化が可能か
認証クラウドの構築のための各種認証インターフェースの国際標準化が可能か
特に日本において安価なプラットフォーム構築可能か（たとえば電力料金等）
安価なプラットフォームクラウド構築のための社会環境作りが今の日本に一番求められている

③ ＰＦＣ運用上の課題
仮想個人環境（ＶＰＥ）の移行が可能かつ容易か（携帯電話における同番移行のように）

ＰＦＣ：プラットフォームクラウドの課題ＰＦＣ：プラットフォームクラウドの課題


